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　野渡新田裏遺跡より出土した小さな顔のみの土偶です。

鳥のミミズクに似ていることからミミズク土偶という名称に

なりました。縄文時代後期から晩期前半にかけ関東平野

を中心に制作され、野木より先に埼玉県真福寺貝塚から

も似ている物が出土しています。

　たいへん可愛らしく、古代の人々の生き物への愛情が

伝わってくる野木町郷土館を代表する展示物です。

問総務課　撒 (57)4134　死 soumu@town.nogi.lg.jp問総務課　撒 (57)4134　死 soumu@town.nogi.lg.jp

広報のぎにお子さんの写真を載せてみませんか
対象：町内在住で未就学児のお子さん
　　　窓口または町ホームページの応募　
　　　フォームよりご応募ください。

いつもニコニコな双子、大きくなあれ！

町の人口 令和８年５月１日現在　※直近の国勢調査結果を基に、住民基本台帳の増減数により算出しています

◇人口　男 １１，９８１人　女 １２，０８９人　計 ２４，０７０人　　◇世帯数 １０，３６１

◆◇野木町郷土館見学大歓迎◇◆
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野木町郷土館のシンボル　ミミズク土偶

173 問生活環境課　撒（57）4246シリーズ　野木町のごみ処理

指定ごみ袋制度完全実施から１年指定ごみ袋制度完全実施から１年

令和６年度ごみ組成分析調査結果

　昨年の４月からもやすしかないごみを対象に指定ごみ袋制度が完全実施となって、１年が経過しました。

　指定ごみ袋制度が完全実施された直後はルールを把握されていなかった方もおり、多少混乱はありましたが、 

１年が経過して今では住民の皆様の生活にも十分に定着したかと思います。この指定ごみ袋制度はもやすしかない

ごみに約２０％含まれていた資源化可能なものの分別を促進しつつ、ごみの減量化を図る目的で導入されましたが、

完全実施から１年分の実績値がまとまりましたので、どの程度の効果が見られたのか完全実施の前年度（令和６年度）

実績と比較すると以下のようになりました。

　令和６年度実績と比較すると、もやすしかないごみは１２％減となり、プラ容器も３９％増と指定ごみ袋制度の効果が発現 

した結果と考えられます。一方で、古紙や古布などの可燃系資源物は微減であったことから変動の範囲と考えられますが、

こちらの分別促進が今後の課題であると言えます。皆様においては引き続き分別の徹底にご協力をお願いします。

 　　もやすしかないごみ排出量  　　プラ容器排出量
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